　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２８．２．５
　　ＭＮＣ　平成２７年２月度研修会のご案内
　　　　　（武庫川渓谷・名塩～武田尾の自然観察）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＮＣ　研修担当
　昨年は異常気象に見舞われ自然界にも様々な異変が観察されました。この冬も暖冬になるとは言われていますが・・・、厳冬期を迎えた植物たちはどんな姿を見せてくれるのでしょうか？　毎年恒例となっていました冬季の「武田尾」の冬芽観察会、今年は１月研修会で平山さんが報告された、名塩から武田尾まで旧福知山線の廃線跡をたどり武庫川渓谷の景観と樹木達の生き様を観て歩きたいと思います。
１．期日　　Ｈ．２８．２．１１　（木）　雨天中止　
（当日の朝のＮＨＫ画面で兵庫南部の降水確率が５０％以上の場合は中止）
２．集合場所及び時間

　　ＪＲ　名塩駅改札口前　　９：３０　

３．服装及び所持品

　軽ハイキングスタイルで可、（ただし寒冷な場所ですので防寒対策は十分に）
観察用具（ルーペ）、雨具、懐中電灯（必須）図鑑など、昼食及び飲料

４．観察ルート

ＪＲ名塩駅～武庫川右岸の旧福知山線廃線跡～上流方向へ～武庫川左岸～桜の園～旧武田尾集落・駐車場付近（ＷＣ）～温泉橋を渡る～武庫川右岸を上流方向へ　～

上流の橋から左岸へ　～　JR武田尾（解散）　
· 昼食場所は　旧武田尾集落跡東側広場・または駐車場付近を推奨

５．交通情報　　

JR宝塚から　　　宝塚発　９：２０　－　名塩　９：２５　新三田行き各停
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＊地層と地形
・名塩から武田尾にかけての旧福知山線・廃線跡の武庫川両岸の地層は「有馬層群」と言われる地層に属します。有馬層群は中生代白亜紀 （7,200万年～7,500万年前）にはげしい火山の活動によって地表にふきだしたマグマや火山灰が固まって出来た地層であり、溶岩が固まった流紋岩や火山灰が火砕流等で変質した溶結凝灰岩から出来ています。なお、マグマが地下でそのまま固まったのが六甲山地をつくっている花こう岩です。岩盤を形成する鉱物（長石、石英、雲母等）の組成はほぼ同じですが、前者は非常に堅い岩盤を形成しており、後者は劣化し脆い岩盤となっていますがこれは岩石の結晶構造の差にあるといえます。　
　今回歩く廃線跡の地形は有馬層群で出来た硬い地層の間を武庫川が流れ、侵食による深い渓谷が形成されています。両岸は硬い岩石でできており、処々に露岩がみられます。武庫川はこの山地が源流ではなく、三田盆地の田園部から流下しており、場所によっては広い川幅を持ち、河岸堆積層を形成しています。観察ルート上の植生は有馬層群特有のものの他、河岸堆積層の植生も見られ多様性に富んでいます。

＊気象（気温）：名塩、武田尾に近い三田の冬季の気温　大阪より３～４℃低いよ。
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